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●
小
牧
R
C（
東
尾
張
分
区
）

　
「
植
樹
」と「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」

雑
誌
委
員
長　

渡
邉 

敬
文

　

小
牧
市
に
は
人
口
の
6
％
の
約
1
万

人
の
外
国
人
が
在
住
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
な
か
で
、文
化
、習
慣
の
違

い
で
、外
国
人
の
方
と
市
民
の
間
で
、諸
事

の
問
題
が
現
実
的
に
存
在
し
ま
す
。
そ
こ

で
、相
互
が
少
し
で
も
安
全
で
安
心
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を

願
っ
て
、平
成
21
年
1
月
18
日「
在
住
外

国
人
と
小
牧
市
民
の
絆
の
樹
」と
題
し
て
、

外
国
人
家
族
と
の
相
互
理
解
・
共
生
・
協
調

を
目
的
と
し
た
交
流
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
企
画
、実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
牧
市
在
学
の
外
国
人
の
小

中
学
生
と
そ
の
家
族
、市
内
の
児
童
と
生

徒
の
2
5
0
名
を
越
え
る
参
加
者
で
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。
小
牧
市
長
、並
び
に

在
名
ペ
ル
ー
共
和
国
総
領
事
館
の
ル
イ

ス
・
メ
ン
デ
ィ
ビ
ル
・
カ
ナ
レ
ス
大
使
に

も
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
。

　

時
節
柄
、厳
し
い
不
況
の
も
と
在
住
ペ

ル
ー
人
就
労
者
と
大
使
と
の
直
接
の
懇

談
と
相
談
会
場
を
設
け
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
在
住
外
国
人
と
大
使
と
の
グ
ッ

ド
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
パ
イ
プ
役
を
は
た

す
事
が
で
き
ま
し
た
。
双
方
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
絆
の
樹
」
と
命
名
さ
れ
た
実
の
な
る

木
1
5
0
本
を
小
牧
パ
ー
ク
ア
リ
ー
ナ

「
瞑
想
の
森
」に
、そ
れ
ぞ
れ
の
外
国
人
家

族
と
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
、小
中
学
生
が
協
力

し
て
植
樹
を
し
て
、そ
の
後
全
員
で
記
念

活
動

【八十八日 稲荷山】　撮影　西三河分区 西尾KIRARA RC  太髙 純治 
毎年八十八夜に西尾市上町の「稲荷山茶園公園」付近で撮影会が行われます。モデルは茶生産農家の奥様です。
そして「西尾の抹茶」としてブランドがとれました。

子供達の植樹風景

ペルー大使を囲んで懇親会

絆の樹プレートに参加者のサイン
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プ
レ
ー
ト
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

植
樹
後
、子
供
達
は
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ

ス
エ
イ
ト
の
選
手
と
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
に

も
参
加
し
、植
樹
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

外
国
人
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
は
日
本
の
習

慣
や
文
化
を
肌
で
感
じ
て
頂
い
た
と
確
信

を
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
、楽
し

く
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

●
豊
田
西
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
奉
仕
活
動
を
終
え
て

国
際
奉
仕
委
員
長　

三
橋 

恵
治

　

今
年
度
、豊
田
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
会
長 

池
田
憲
治
）は
、昨
年（
2
0
0
7

〜
2
0
0
8
）
に
引
き
続
き
ベ
ト
ナ
ム
・

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
ダ
ン
ビ
ン
地
区
に
あ
る
、

15
番
保
育
園
と
グ
ェ
ン
・
ブ
ァ
ン
・
キ
ッ

プ
小
学
校
を
訪
問
し
、図
書
、教
材
な
ど

学
習
資
材
を
寄
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

2
月
17
日（
火
）
朝
、冬
支
度
の
会
長

エ
レ
ク
ト
を
含
め
総
勢
10
名
は
、中
部
国

際
空
港
を
出
発
、約
6
時
間
の
フ
ラ
イ
ト

（
時
差
2
時
間
）で
ハ
ノ
イ
空
港
へ
到
着
。

突
然
30
℃
近
い
ベ
ト
ナ
ム
！　

ハ
ノ
イ

一
泊
、フ
エ
一
泊
、ダ
ナ
ン
と
乗
り
継
い

で
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
へ
入
り
ま
し
た
。

　

戦
後
の
復
興
の
中
、私
た
ち
は
出
来
る

だ
け
ベ
ト
ナ
ム
の
情
報
を
得
る
為
、出
来

る
だ
け
多
く
の
地
区
を
訪
問
視
察
し
奉

仕
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
る
為
、今
回
も

調
査
を
し
な
が
ら
の
移
動
で
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
幼
稚
園
は
、2
0
0
8

年
秋
に
開
園
し
た
綺
麗
で
立
派
な
園
舎

で
大
変
良
い
環
境
の
中
、2
才
〜
6
才
ま

で
の
2
0
0
人
の
園
児
、12
名
の
先
生
、

職
員
13
名
、計
25
名
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
次
に
訪
問
し
た
グ
ェ
ン
・
ブ
ァ
ン
・

キ
ッ
プ
小
学
校
は
、昨
年
訪
問
い
た
し
ま

し
た
タ
ン
・
チ
ュ
ウ
小
学
校
の
隣
接
地
区

に
4
年
前
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、生

徒
数
が
多
く
教
材
不
足
で
大
変
困
っ
て

い
る
と
い
う
、先
方
の
要
望
に
添
う
教
材

等
を
寄
贈
出
来
ま
し
た
の
で
、ト
ラ
ン
・

テ
ィ
・
フ
ォ
ン
校
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校
の
生
徒

は
低
所
得
の
家
庭
の
子
供
1
3
0
0
人

が
修
学
し
て
お
り
、ど
の
子
供
の
表
情
を

と
っ
て
も
目
が
輝
き
、秩
序
正
し
く
元
気

一
杯
授
業
を
受
け
て
い
る
姿
に
、私
達
全

員
が
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
将
来
楽
し

み
な
ベ
ト
ナ
ム
を
発
見
し
た
よ
う
な
気

持
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
先
と
寄
贈
品
を
選
定
す

記念撮影
（小牧ＲＣ会員・ペルー大使・外国人の子供達・名古
屋グランパスエイト選手とコーチ） 

名古屋グランパスコーチによるサッカー教室

教材及び図書寄贈の贈呈と職員との交流風景
左から、中川副会長、三橋国際奉仕委員長、トラン・
ティ・フォン小学校長、グェン・トリ・ユン社長

左から、グェン・トリ・ユン社長、アン・チ・アン・ヒップ
保育園長、中川副会長、三橋国際奉仕委員長

保育園児のお遊戯を見学小学校の授業風景。豊田西ＲＣ会員が日本語（日常
のあいさつ）を教えて来ました。
左から、中川副会長、三橋国際奉仕委員長、井戸会員、
梅村会長エレクト、グェン・トリ・ユン社長
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る
に
あ
た
っ
て
は
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
活
動

を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る
元
米
山
記
念

奨
学
生
の
グ
ェ
ン
・
ト
リ
・
ユ
ン
さ
ん
に
、

現
地
と
の
橋
渡
し
役
を
努
め
て
い
た
だ

き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
豊
田
西
R
C（
西
三
河
中
分
区
）

　

家
族
あ
っ
て
の
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動

親
睦
委
員　

塚
田 

正
幸

　

豊
田
西

ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
は

「
2
0
0
8

年
年
末
家
族

親
睦
例
会
」

を
12
月
22
日

（
月
）
18
時
30

分
か
ら
例
会
場
で
あ
る
名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ

テ
ル
で
、例
会
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
し

た
。
家
族
を
含
め
99
名（
う
ち
会
員
69
名
）

の
参
加
を
得
て
、当
日
は
ト
ヨ
タ
自
動
車

工
業
の
平
成
20
年
度
通
期
で
の
赤
字
予

想
の
決
算
発
表
が
マ
ス
コ
ミ
で
発
表
さ

れ
る
な
ど
、急
激
な
景
気
の
落
ち
込
み
に

よ
る
沈
滞
ム
ー
ド
を
振
り
払
う
べ
く
、約

2
時
間
に
わ
た
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
池
田
憲

治
会
長
ご
推
薦
の
親
子
デ
ュ
オ「
K
E
N

＆
を
M
I
H
O
」（
橋
爪
健
一
さ
ん
、美

帆
さ
ん
）
の
、親
子
な
ら
で
は
の
絶
妙
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
歌
の
ラ
イ
ブ
で

し
た
。
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
を
中
心
と
し
た

懐
か
し
い
音
楽
に
聞
き
入
る
と
と
も
に
、

曲
に
あ
わ
せ
踊
り
に
興
ず
る
メ
ン
バ
ー

も
多
く
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

恒
例
の
花
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
。
ま
た
参
加

し
た
子
供
さ
ん
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ

ズ
が
、奥
様
に
は
ケ
ー
キ
と
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
の
小
鉢
が
用
意
さ
れ
る
な
ど
、皆
様
の

笑
顔
で
終
始
し
た
家
族
親
睦
例
会
で
し

た
。
当
日
の
担
当
委
員
の
皆
様
ご
苦
労

様
で
し
た
。

●
稲
沢
R
C（
西
尾
張
分
区
）

　

第
10
回
西
尾
張
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

美
術
展
を
終
わ
っ
て

ロ
ー
タ
リ
ー
情
報
委
員　

遠
藤 

正
昭

　

3
月
3
日
か
ら
8
日
ま
で
6
日
間
本

年
の
美
術
展
は
途
中
1
日
雨
に
た
た
ら

れ
出
足
の
悪
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、稲

例
会

催
し

懐かしい音楽にあわせ踊りに興ずるメンバーと家族 会員のご家族との懇談風景

年末家族親睦例会セレモニー

出展の身体障害者が来場障害者作品
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沢
市
の
荻
須
美
術
館
で
多
く
の
方
に
観

て
頂
き
、有
意
義
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

8
ク
ラ
ブ
48
人
の
参
加
で
昨
年
の
40

人
か
ら
増
加
、特
に
稲
沢
と
一
宮
が
大

き
く
増
え
、高
齢
化
の
た
め
常
連
の
メ
ン

バ
ー
が
減
っ
て
行
く
中
、新
し
く
参
加
さ

れ
た
人
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

中
で
も
会
員
の
子
息
や
孫
と
い
っ
た

次
世
代
の
方
の
作
品
が
増
え
て
今
後
が

楽
し
み
で
す
。
ま
た
、身
体
障
害
者
の
作

品
も
一
段
と
内
容
が
充
実
し
た
様
に
思

い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
問
い
合
わ
せ
や

ロ
ー
タ
リ
ー
事
務
所
を
退
職
さ
れ
た
方
か

ら
手
織
り
織
機
の
提
供
も
あ
り
、地
域
の

人
々
に
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
を
知
っ
て
貰
う

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
名
誉

会
員
の
一
宮
市
長
、稲
沢
市
長
も
ご
多
忙

の
中
、来
場
観
覧
さ
れ
ま
し
た
。

　

反
省
点
と
し
て
は
一
宮
、稲
沢
、津
島
3

ク
ラ
ブ
以
外
の
参
加
者
を
も
っ
と
増
や
す

事
が
課
題
と
思
い
ま
し
た
。

●
出
展
者

〈
絵
画 

〉

服
部
昭
三
、佐
脇
正
唯
、小
川
美
紀
子
、

久
田
安
一
、寺
沢
恵
美
子
、鶴
見
真
弓
、

小
林
啓
子
、伊
藤
悠
吾
、寺
田
徳
子（
以

上
、津
島
R
C
）、野
田
和
正（
尾
張
中
央

R
C
）、不
破
愛
子（
尾
西
R
C
）、冨
田
信

子
、青
山
釤
三
、山
口
恵
子
、森
一
彦（
以

上
、一
宮
R
C
）、保
浦
文
夫（
名
古
屋
清

須
R
C
）、伊
藤
邦
子
、原
と
も
子
、大
野

邦
英
、末
松
五
朗
、遠
藤
正
昭（
以
上
、稲

沢
R
C
）、石
黒
三
雄（
一
宮
北
R
C
）

〈
工
陶
芸 

〉

山
内
登（
尾
西
R
C
）、藤
原
奈
津
江

（
一
宮
北
R
C
）、佐
々
木
久
直（
一
宮

R
C
）、鵜
飼
信
子
、山
名
和
子
、猪
子
英

治
、鵜
飼
美
智
子
、遠
藤
昭
彦
、栗
本
和

子
、原
と
も
子（
以
上
、稲
沢
R
C
）、加

藤
智
恵
子（
一
宮
中
央
R
C
）

〈
写
真 

〉

内
藤
寛
一（
一
宮
R
C
）、伊
藤
常
子

（
津
島
R
C
）、加
藤
耐
、加
藤
俊
子
、伊

藤
強
平
、浅
井
耕
治
、鳥
本
雄
二
、高
桑

五
十
鈴（
以
上
、稲
沢
R
C
）

〈
書 

〉
谷
一
夫
、松
本
和
徳
、土
川
美
智
子
、石

井
宏
児（
以
上
、一
宮
R
C
）、鶴
見
啓

子（
津
島
R
C
）、黒
木
義
公（
一
宮
北

R
C
）、滝
陽
貴
、滝
香
織（
以
上
、一
宮

R
C
）

●
常
滑
R
C（
南
尾
張
分
区
）

　

73
歳 

夢
の
実
現

谷
川 

和
親

　

船
で
地
球
一
周
の
旅
は
子
供
の
頃
か

ら
の
夢
で
、08
年
9
月
7
日
横
浜
港
出
港

地
球
西
廻
り
1
2
9
日
間
の
船
旅
は
、私

に
と
っ
て
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。

出
航
の
日
、胸
躍
ら
せ
て
乗
っ
た
船
は

2
万
8
千
ト
ン
。
乗
組
員
3
5
0
名
、乗

客
6
0
0
名
、7
歳
か
ら
86
歳
、女
性
6

割
、男
性
4
割
で
し
た
。

　

午
後
5
時
、出
航
時
間
で
す
。
全
員
が

デ
ッ
キ
に
出
て
、見
送
り
の
家
族
・
友
人
・

知
人
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
船

か
ら
別
れ
の
音
楽
が
流
れ
、幕
や
プ
ラ

カ
ー
ド
が
初
秋
の
風
に
揺
れ
ま
す
。
特

に「
こ
れ
ぞ
男
の
ロ
マ
ン
」
と
書
か
れ
た

幕
が
目
に
留
ま
る
。
や
が
て
五
色
の
テ
ー

旅
行
記

行ってきますと別れのテープ…男のロマン スエズ運河沿いをラクダに乗って大行進

会場風景
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プ
が
投
げ
ら
れ
、出
航
の
時
刻
で
す
。
軽

快
な
音
楽
が
ひ
と
き
わ
高
ま
り
、汽
笛
が

鳴
る
。
地
球
一
周
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
出

航
で
す
。

　

私
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
な
が
ら
感

動
の
涙
が
流
れ
ま
し
た
。
飛
行
機
や
列

車
で
は
味
わ
え
な
い
船
旅
独
得
の
別
れ

で
し
た
。
船
は
岸
壁
を
離
れ
、五
色
の

テ
ー
プ
が
切
れ
て
風
に
舞
う
。
手
を
振
っ

て
送
る
人
の
姿
が
小
さ
く
な
り
、見
え
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
世
界
23
カ
国
の

人
た
ち
と
写
真
を
通
し
て
心
を
通
わ
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
体
験
を
し
、七
つ
の

海
を
眺
め
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
人
生
、今

後
の
生
き
方
を
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

●
名
古
屋
丸
の
内
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

第
2
回
パ
ラ
オ
R
C
訪
問
記

国
際
奉
仕
委
員
長　

服
部 

釟
治

　

昨
年
に
引
き
続
き
、友
好
関
係
に
あ
る

パ
ラ
オ
R
C
を
2
月
7
日
〜
11
日
の
5
日

間
、当
ク
ラ
ブ
ダ
イ
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
、水
野
裕
善
さ
ん
、松
本
正
継
さ

ん
、植
木
広
次
さ
ん
、柴
田
達
志
さ
ん
と
共

に
訪
問
し
て
来
ま
し
た
。

　

パ
ラ
オ
R
C
の
人
達
は
、名
古
屋
丸
の

内
R
C
の
人
達
が
来
る
と
言
う
こ
と
で
、

臨
時
に
例
会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
当

方
は
通
訳
を
入
れ
て
8
人
、先
方
は
15
人

程
の
人
が
集
ま
り
、大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

片
言
の
英
語
と
日
本
語
で
、身
振
り
手

振
り
を
交
え
て
、何
と
か
話
が
通
じ
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
週
と
い
う
事
で
、会

場
の
オ
ー
ナ
ー
か
ら
ハ
ー
ト
型
の
素
晴
ら

し
い
ケ
ー
キ
が
差
し
入
れ
ら
れ
、楽
し
く

例
会
を
過
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
パ
ラ
オ
の
海
は
宝
物
で
あ
る
」と
、パ

ラ
オ
R
C
の
人
達
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、パ
ラ
オ
の
人
々
は
自
分
達
の
財
産
で

あ
る
海
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、亀
が
産
卵
に
来
る
島
に
は
船
で

も
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
と
か
、島
か
ら

モナリサ号、すばらしい船内活動もできました

ベリュリュー島で撮ったものです。
ベリュリュー島は、戦争の激戦区で、多くの日本兵が亡くなった島で慰霊碑があります。
今でも戦車や大砲などがそのまま残っています。
左から、植木広次、松本正継、服部釟治、水野裕善、柴田達志

例会会場のペントハウスホテル
オーナーから贈られたバレンタ
インケーキ この写真は、パラオＲＣのオーナー夫人と

写したものです。
左から、服部釟治、水野裕善

この写真は最終日に食事に行った
時のものです。韓国料理に行きま
した。
左から、松本正継、水野裕善

この写真は、ナポレオンフィッシュです。ブ
ルーコーナーと言うスポットで会えます。パ
ラオではかなり有名で人気者！このナポレ
オンに会うためだけにパラオに行く人もい
ます。とても人間に慣れていて、寄ってきて
くれます。

この写真は、マンタです。全
長3ｍ～5ｍ位、結構巨大で、海
中で見ると圧倒されます。
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出
る
時
は
履
物
等
を
綺
麗
に
洗
っ
て
帰
る

と
か
し
て
、あ
の
美
し
い
海
を
守
っ
て
い

ま
す
。
大
変
感
心
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、パ
ラ
オ
R
C
が
私
達
を
招
待

す
る
か
ら
是
非
来
て
下
さ
い
、と
の
事
で

し
た
。

　

私
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
の
で
、

今
回
は
嫌
々
付
い
て
行
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
海
を
見
て
、ま
た
パ
ラ

オ
R
C
の
人
達
の
優
し
い
歓
迎
を
受
け

て
、来
年
も
是
非
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、で
き
れ
ば
パ
ラ
オ
R
C
と
姉

妹
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
、末
永
く
お
付
き
合

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
名
古
屋
栄
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

ビ
バ 

ロ
ー
タ
リ
ー

国
際
奉
仕
委
員
長　

羽
田
野 

道
明

　

名
古
屋
栄
ロ
ー

タ
リ
ー
に
入
会
い

た
し
ま
し
て
早
や

8
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
今
で
は

後
輩
も
多
数
入
会
し
、中
堅
会
員
と
し
て

ク
ラ
ブ
の
運
営
や
若
手
と
の
交
流
に
も

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、充
実
し
た

ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
イ
フ
を
送
ら
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、先
輩

諸
兄
の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
る
わ
け
で

す
が
、栄
ロ
ー
タ
リ
ー
に
流
れ
て
お
り
ま

す
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
伝
統
に
依
る
と

こ
ろ
が
大
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、こ
の
間
、ロ
ー
タ
リ
ー
を
自
分
磨
き

の
場
と
し
て
、バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な

ら
ぬ
マ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
さ
せ
て
頂

く
な
か
で
学
び
ま
し
た
こ
と
に
た
だ
た

だ
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、新
入
会
員
の
方
々
に

と
っ
て
よ
き
先
輩
と
し
て
の
自
分
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、い
さ
さ

か
自
信
が
な
い
の
で
す
が
、中
堅
と
い
う

立
場
か
ら
し
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
と

こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
と
楽
し
く
交
わ
る

こ
と
は
必
要
条
件
で
あ
っ
て
も
十
分
条

件
で
は
な
い
わ
け
で
、大
袈
裟
に
い
え
ば

今
ま
で
受
け
た
恩
を
お
返
し
す
る
こ
と

だ
と
思
う
わ
け
で
す
。
そ
の
為
に
何
が

出
来
る
の
か
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、前
提
と
し
て「
ロ
ー
タ
リ
ー
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
。」
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　
「
奉
仕
の
理
想
を
希
求
す
る
、」「
国
際

間
の
平
和
を
推
進
す
る
、」
以
前
ま
で
は

こ
れ
ら
の
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
政
治
と
離

れ
た
と
こ
ろ
で
は
達
成
出
来
な
い
と
い

う
の
が
私
の
考
え
で
し
た
。
つ
ま
り
は
、

少
な
か
ら
ず
ロ
ー
タ
リ
ー
で
先
輩
諸
兄

か
ら
聞
か
さ
れ
て
き
た「
政
治
色
を
排
除

し
て
」と
い
う
こ
と
に
矛
盾
を
感
じ
て
お

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
国
際
奉
仕
委
員
会
に
配
属
さ

れ
、限
ら
れ
た
条
件
の
な
か
で
ロ
ー
タ

リ
ー
と
し
て
な
に
が
や
れ
る
の
か
と
い
う

命
題
を
片
方
で
意
識
し
な
が
ら
事
業
計
画

を
進
め
て
い
く
な
か
で
、そ
れ
な
り
に
い

ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
ま
さ
し

私
と
ロ
ー
タ
リ
ー

この写真は、セジロクマノミです。
映画「ニモ」に出てくるクマノミとは種類が
違いますが、あまり頻繁に会えないため、貴
重なクマノミと言われています。

この写真は、柴田さんです。
ポーズが決まっていますね（笑）

この写真は、亀です。
この亀も珍しく人間に慣れていて、近づいても
逃げず、なんと！触ることもできます。数多くの
海でも、触っても逃げない亀は大変珍しいです。

パラオＲＣの会長とバナーを交換する
服部釟治

この写真は、イカの一種でコブシメと言
います。産卵期は浅瀬の珊瑚で見られ
ます。結構巨大です。
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く
ロ
ー
タ
リ
ー
の
心
な
の
で
は
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
機

会
を
与
え
て
頂
い
た
ク
ラ
ブ
に
感
謝
す
る

と
同
時
に
活
動
を
通
じ
て
新
入
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
に
み
て
も
ら
う
こ
と
が
、恩
返
し
に

も
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
片
足
さ
え
突
っ
込
ん
で
い
な

い
者
が
、分
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
す
が
、わ
が
栄

ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
も

許
し
て
頂
け
る
ク
ラ
ブ
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

●
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
R
C（
東
三
河
分
区
）

　

我
が
ク
ラ
ブ
の
近
況

加
藤 

武
紀

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
全
国
で
も
数
少

な
い
夜
間
例
会
で
す
、だ
か
ら
私
も
入
会

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
…
感
謝
…
夕
食
を

共
に
し
な
が
ら
、仕
事
の
情
報
、家
庭
の

話
、地
元
の
話
題
、等
々
楽
し
く
語
り
合

い
様
々
な
方
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
勉
強

し
心
の
和
む
例
会
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
次
年
度
創
立
20
周
年
を

迎
え
ま
す
、現
在
尾
原
実
行
委
員
長
・
小

川
副
実
行
委
員
長
の
も
と
に
各
委
員
長

各
委
員
の
皆
さ
ん
が
、着
々
と
準
備
を
し

て
い
ま
す
、大
変
皆
さ
ん
張
り
切
っ
て
、

手
作
り
の
式
典
・
奉
仕
活
動
を
柱
に
実
り

あ
る
記
念
例
会
を
と
考
え
、地
元
の
田
原

福
祉
授
産
所
蔵
王
の
杜
・
養
護
施
設
赤
羽

学
園
の
子
供
た
ち
と
の
楽
し
い
合
同
例

会
、ま
た
現
在
私
た
ち
が
ロ
ー
タ
リ
ー
活

動
を
続
け
ら
れ
る
の
も
会
員
婦
人
の
協

力
が
あ
っ
て
の
事
と
夫
人
同
伴
の
一
泊

旅
行
を
計
画
し
て
居
ま
す（
総
勢
1
0
0

人
位
…
？
）

　

大
変
仲
の
良
い
ク
ラ
ブ
で
現
在
64
名

の
会
員
が
次
年
度
会
長
の
柴
田
清
君
を

中
心
に
全
員
一
丸
と
な
り『
20
周
年
に
感

謝
』を
合
言
葉
に
記
憶
に
残
る
周
年
行
事

に
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
、こ
ん
な
仲
間

と
仲
良
く
楽
し
い
会
を
続
け
て
い
け
れ

ば
と
心
か
ら
思
い
、入
会
を
誘
っ
て
く
れ

た
仲
間
に
感
謝
の
日
々
で
す
。

●
名
古
屋
中
R
C（
西
名
古
屋
分
区
）

　

仕
事
と
作
業
に
つ
い
て

親
睦
活
動
委
員
長　

山
口 

忍

　
「
指
示
待
ち
の
上

司
の
下
で
指
示
を

待
ち
」。
第
一
生
命

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川

柳
の
過
去
優
秀
作

品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
笑
い
話
で
も
な
く
、

我
が
社
に
於
い
て
も
指
示
さ
れ
た
事
を
こ

な
す
事
が
仕
事
と
と
ら
え
る
社
員
の
い
か

に
多
い
こ
と
か
。

　

仕
事
と
は
、目
的
・
狙
い
を
は
っ
き
り
と

理
解
し
、そ
の
目
的
を
仕
上
げ
る
為
の
あ

ら
ゆ
る
方
法
論
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
検

証
し
、言
わ
れ
な
く
と
も
指
示
さ
れ
な
く

と
も
目
的
を
達
成
す
る
事
で
あ
り
、仕
事

の
出
来
る
人
は
、社
内
に
於
い
て
は「
人

財
」と
な
り
得
る
。
し
か
し
言
わ
れ
て
や
る

人
は
、方
法
論
の
ひ
と
つ
を
指
示
さ
れ
て

こ
な
す
作
業
に
陥
り
、目
的
を
仕
上
げ
た

か
ど
う
か
は
関
心
の
な
い
事
と
な
る
。
つ

ま
り
そ
の
社
員
は
た
だ
存
在
す
る「
人
在
」

で
し
か
な
い
。
し
か
も
言
わ
れ
て
も
出
来

な
け
れ
ば
、周
り
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す「
人

罪
」と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

中
京
大
学
の
日
比
野
省
三
先
生
が
、著

書「
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
理
論
の
す
す
め
」の

中
で
、目
的
を
追
求
す
る
と
同
時
に
そ
の

目
的
の
更
な
る
目
的
を
考
え
る
思
考
回
路

が
い
か
に
大
切
か
を
語
っ
て
お
ら
れ
る
。

我
が
社
の
秘
書
室
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が

応
接
室
の
植
木
に
毎
日
水
を
や
っ
て
い
る

が
、何
の
為
に
水
を
や
る
の
か
考
え
も
せ

ず
に
た
だ
作
業
を
繰
り
返
し
た
あ
げ
く
に

植
木
を
枯
ら
し
て
し
ま
う
。
青
く
育
て
る

と
い
う
目
的
が
不
在
で
は
、肥
料
を
入
れ

る
発
想
も
な
い
。
そ
し
て
な
ぜ
植
木
を
青

く
育
て
る
の
か
を
更
に
目
的
追
求
す
る
な

ら
ば
、応
接
室
に
潤
い
を
持
た
せ
る
事
に

気
づ
き
、応
接
室
の
居
心
地
の
良
さ
を
ど

う
演
出
す
る
か
ま
で
発
想
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
が
仕
事
で
あ
り
、我
が
社
の
社
員

教
育
に
も
常
に
話
を
し
て
は
気
付
か
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
も
の
の
、中
々
進
ま
な
い

も
の
で
あ
る
。
勿
論
、私
も
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

と
し
て
常
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的「
何
の

為
に
」を
考
え
、行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
反
省
大
で
は
あ
り
ま
す
が
…
（
笑
）

　

と
こ
ろ
で
、事
を
仕
上
げ
る
原
動
力
は
何

と
言
っ
て
も
、志
・
や
る
気
・
積
極
前
向
き
で

あ
ろ
う
。「
前
向
き
で
、駐
車
場
に
も
励
ま

さ
れ
」こ
れ
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
だ
が
、

何
事
に
も
目
的
を
考
え
、常
に
明
る
く
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
も
の
だ
。

●
名
古
屋
和
合
R
C（
東
名
古
屋
分
区
）

　

ナ
マ
ズ
が
騒
ぐ
と
…

環
境
保
全
委
員
長　

鷲
塚 

貞
長

　
「
ま
っ
た
く
予
期
せ
ぬ
出
来
事
だ
っ

た
」、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
を
越
え
る
地
震

が
、２
度
も
続
け
て
生
じ
た
時
の
気
象
庁

の
談
話
を
聞
い
て
、今
の
学
問
レ
ベ
ル
で

は
、正
確
な
地
震
予
知
な
ど
期
待
し
て
は

ダ
メ
だ
と
の
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
あ
る
専
門
家
の
話
で
は
、予

知
の
ブ
レ
は
前
後
50
年
と
か
。
1
0
0
年

も
の
間
、来
る
か
来
な
い
か
定
か
で
な
い

随
筆
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俳
句

川
柳

●
常
滑
Ｒ
Ｃ（
南
尾
張
分
区
）

た
ぎ
る
湯
に 

み
ど
り
あ
ざ
や
か 

若わ
か
め布
か
な

り
ん
く
う
の 

潮
風
強
し 

春
隣

猫
の
子
を 

拾
い
て
悩
む 

ネ
ー
ミ
ン
グ

温
暖
化 

開
花
早
ま
る 

桜
か
な

Ｃ
Ｌ
Ｐ
研
究
委
員
会　

清
水 

幸
一

●
愛
知
長
久
手
Ｒ
Ｃ（
東
尾
張
分
区
）

身
軽
さ
に 
奉
仕
積
ん
で
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
ん
で
る 
右
脳
へ
ノ
ッ
ク 

届
か
な
い

労
わ
っ
て 

互
い
に
老
い
を 

認
め
合
う吉

田 

一
子

●
新
城
Ｒ
Ｃ（
東
三
河
分
区
）

漢
字
読
め
ぬ 

政
治
家
実
は 
外
人
だ
よ

夜
は
バ
イ
ト 

昼
の
仕
事
は 

夜
逃
げ
な
り

夢
に
で
も 

御
馳
走
食
べ
た
し 

高
血
糖鳥

居 

栄
一

●
豊
田
三
好
Ｒ
Ｃ（
西
三
河
中
分
区
）

伊
吹
お
ろ
し
の
北
風
が 

冷
た
く
会
社
の 

三
連
休

分
か
ち
合
う 

心
の
友
は 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン

村
上 

ふ
さ
子

孫
の
笑
み 

寸
の
別
れ
に 

後
ろ
髪

お
か
み
さ
ん 

勿
体
な
い
と 

鬼
と
な
り永

井 

光
彦

ロ
ー
タ
リ
ー
は 

目
配
り 

気
配
り 

思
い
や
り

鈴
木 

正
輝

地
震
に
備
え
、美
術
品
を
出
し
た
り
入
れ

た
り
。
ま
た
、通
常
の
保
険
の
3
倍
も
す

る
地
震
保
険
を
、1
0
0
年
も
払
う
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。
そ
の
前
に
自
分
の
寿

命
が
持
ち
ま
せ
ん
。

　
「
昔
か
ら
、地
震
が
近
づ
く
と
ナ
マ
ズ
が

騒
ぐ
」と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
あ
の
話
か

と
、バ
カ
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ス
マ

ト
ラ
沖
の
地
震
に
よ
る
津
波
が
押
し
寄
せ

て
き
た
時
、の
ん
き
に
海
水
浴
を
楽
し
ん

で
い
た
人
間
を
よ
そ
目
に
、ゾ
ウ
は
津
波

が
目
に
入
る
遥
か
前
に
、そ
れ
を
予
知
し
、

一
目
散
に
高
台
に
逃
げ
だ
し
、訳
も
解
か

ら
ず
背
中
の
籠
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
観

光
客
は
難
を
逃
れ
ま
し
た
。ゾ
ウ
の
様
な
、

一
見
ボ
ヤ
ー
と
し
て
い
る
動
物
に
し
て
こ

の
能
力
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
も
、身
近
な
動

物
が
明
ら
か
な
反
応
を
し
ま
し
た
。
多
く

の
イ
ヌ
で
は
、数
日
前
か
ら
直
前
に
か
け
、

異
常
に
鳴
く
、落
ち
着
き
が
な
い
、お
び
え

る
、ほ
と
ん
ど
寝
な
い
、室
内
に
入
り
た
が

る
、ハ
ウ
ス
の
外
で
寝
る
な
ど
、普
段
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
行
動
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
ネ
コ
で
は
、イ
ヌ
と
同
様
の
変

化
に
加
え
、部
屋
の
隅
で
寄
り
添
う
、寝
場

所
が
変
わ
る
、押
入
れ
の
中
か
ら
出
て
こ

な
い
、な
ど
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
神

戸
市
内
の
王
子
動
物
園
の
鳥
獣
で
は
、孔

雀
が
地
震
の
2
日
前
か
ら
直
前
ま
で
う

る
さ
く
鳴
い
た
、鳥
類
が
地
震
前
夜
よ
り

一
晩
中
騒
い
だ
、ウ
サ
ギ
が
人
の
ズ
ボ
ン

を
引
っ
張
っ
た
、ネ
ズ
ミ
が
1
週
間
ほ
ど

前
か
ら
い
な
く
な
っ
た
、な
ど
の
反
応
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

各
種
鳥
獣
は
も
と
よ
り
、魚
類
ま
で
行

動
の
変
化
を
観
察
で
き
る
動
物
園
は
、地

震
予
知
情
報
の
宝
庫
で
す
。

　

展
示
動
物
や
種
の
保
存
な
ど
の
、現
行

の
機
能
に
加
え
、地
震
な
ど
、甚
大
な
被
害

が
予
測
さ
れ
る
天
災
に
対
す
る
、野
生
生

物
の
予
知
能
力
を
、エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

観
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、科
学
的
に
研
究
す

る
セ
ン
タ
ー
へ
と
、大
き
く
先
進
さ
せ
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

人
は
万
物
の
霊
長
…
本
当
で
す
か
…
？

　

自
然
現
象
の
予
知
能
力
の
無
い
の
は
、

人
間
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 
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今
か
ら
八
〇
〇
年
程
前
、西
行
法
師
が
奥
州
遊
行
の
道
す
が
ら
、上
野
国
栃
木
県

那
須
の
芦
野
の
里
山
の
近
く
で
、脚
を
休
め
、

　
　
　

道
の
辺
に　

清
水
流
る
る　

柳
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ば
し
と
て
こ
そ　

立
ち
止
ま
り
つ
れ

と
読
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
道
の
辺
の
清
水
流
る
る
柳
」は
歌
枕
の
栄
誉
を
得
る
こ
と
と
な
り
、

　

そ
の
後
、そ
の
柳
は
、一
五
〇
〇
年
頃
、「
遊
行
柳
」と
し
て
能
の
主
役
と
な
っ
て
謡

い
継
が
れ
て
、歌
枕
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
更
に
二
〇
〇
年
後
、芭
蕉
が
奥
の
細
道
の
途
次
、

「
清
水
流
る
る
の
柳
は
…
い
づ
く
の
ほ
ど
に
や
と
思
ひ
し
を
、け
ふ
こ
の
柳
の
陰
に

こ
そ
立
ち
寄
り
は
べ
り
つ
れ
」と
、田
の
間
に
あ
っ
た
の
を
訪
れ
、

　
　
　

田
一
枚　

植
え
て　

立
ち
去
る　

柳
か
な

と
、感
慨
に
耽
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
こ
と
は
、よ
く
耳
に
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、そ
の
後
。

　

そ
れ
か
ら
ま
た
更
に
一
〇
〇
年
後
、
芭
蕉
を
追
慕
し
た
蕪
村
は
、
芭
蕉
の
足
跡
の

追
体
験
と
画
境
開
拓
の
た
め
み
ち
の
く
行
脚
に
出
掛
け
、
旧
暦
の
一
〇
月
の
は
じ

め
、こ
の
歌
枕
に
立
ち
寄
っ
た
。

　

そ
の
時
、蕪
村
が
目
に
し
た
の
は
、荒
れ
果
て
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
か
け
た
情
景

で
あ
っ
た
。
口
を
衝
い
て
出
た
句
は
、

　
　
　

柳
散　

清
水
涸　

石
所
々

　
　
　
　
　
（
柳
散
り 

清
水
か
れ 

石
と
こ
ろ
ど
こ
）

と
い
う
漢
字
ば
か
り
の
寒
々
と
し
た
句
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歌
枕
、見
逃
し
て
は
千
載
の
何
と
か
、東
北
新
幹
線
が
で
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、今
か
ら
二
〇
年
ば
か
り
前
、所
用
の
つ
い
で
に
途
中
下
車
、タ
ク
シ
ー
で
田

舎
道
を
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
暑
い
中
を
訪
れ
た
…
ま
で
の
記
憶
は
あ
る
が
、そ
の

あ
と
の
肝
心
な
部
分
の
実
感
の
あ
る
記
憶
が
想
像
と
混
濁
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
。

「
清
水
流
る
る
の
柳
」「
遊
行
柳
」と
か
の
碑
と
と
も
に
痩
せ
た
柳
が
ぽ
つ
ね
ん
と
一

本
、水
け
の
な
い
影
を
落
と
し
て
い
た
の
か
、は
た
ま
た
、他
の
木
々
と
と
も
に
丁
重

に
護
衛
さ
れ
て
い
た
の
か
…
。「
弁
ゼ
ン
ト
欲
シ
テ
既
ニ
言
ヲ
忘
ル
」（
陶
淵
明
）。

第
38
回 

東
南
盃
句
会

日
時 
2
0
0
9
年
4
月
6
日
18
時
30
分
〜
／
場
所 

「
大
和
屋
」／
特
別
参
加 

伊
藤
敬
子 

先
生
／
参
加
者 

岩
崎
、山
口
、川
田
、福
島
、高
須
、伴
、野
村
、水
野
、宮

崎 （
順
不
同
）

◆
選
句
の
結
果

※「
う
ら
ら
か
」・「
日ひ
な
が長
」・「
こ
ぶ
し
」・「
若わ
か
あ
ゆ鮎
」

一
席  

う
ら
ら
か
な 

時
は
短
か
し 

春
の
風

　

宮
崎
薫
風

一
席  

お
堀
端 

野
の
花
写
り 

う
ら
ら
か
に

高
須
シ
ヅ

一
席  

鐘
の
音
や 

も
う
一
畝
を 

日
長
な
り

岩
崎
明
々

一
席  

真
白
な 

辛
夷
の
花
の 

先
の
時野

村
延
彦

二
席  

こ
ぶ
し
咲
く 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
は 

春
化
粧

福
島
自
生

二
席  

子
供
ら
の 

遊
び
疲
る
る 

日
永
か
な

山
口
酔
剛

二
席  

春
嵐 

こ
ぶ
し
の
花
の 

飛
び
に
け
り

水
野
老
蛙

※
自
由
題

一
席  

養
老
山 

ひ
と
刷
毛
の
紅 

山
桜

川
田
美
代
子

一
席  

昆
布
茶
に 

老
い
の
語
ら
ふ 

日
永
か
な

伴
禎
風

名
古
屋
東
南
R
C
盃
句
会
だ
よ
り
名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
俳
句
会（
盃
句
会
と
も
い
う
）。
ふ
た
月
に
一
度
句
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
伊
藤
敬
子
先
生
の
指
導
が
入
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盃
句
会
幹
事　

宮
崎 

薫ガ
バ
ナ
ー

5
月
号


